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全学ニュース

　広報・社会連携本部では、本学と自
治体が連携し、地域の課題解決と活性
化を目指す「自治体×北大まるごと交
流祭」を令和6年度から開催しており、
8月30日（金）に、世界自然遺産「知
床」のまち、斜里町を本学に迎え、「知
床・斜里町×北大まるごと交流祭」を
オープンイノベーションハブ「エンレ
イソウ」（以下、エンレイソウ）にて
開催しました。
　会場では、8月26日（月）から斜里
町を紹介するパネルや特産品などを展
示し、当日は斜里町が取り組んでいる
知床ブランディングのシンボルである
クマのキャラクター「知床トコさん」
グッズのほか、斜里町の特産品などを
販売する「しれとこマルシェ」、斜里

町の役場職員や地域で活躍されている
方々と本学の学生や教職員が斜里町の
魅力を語り合いながら交流する「知
床・斜里町交流会」、斜里町の地域課
題をテーマに斜里町と本学の研究や教
育の連携の可能性について参加者を交
えてディスカッションする「地域経営
×大学リーダーゼミ」を実施しました。
　しれとこマルシェは本学の教職員や
観光客など多くの方で大変なにぎわい
となり、知床・斜里町交流会には76
名、地域経営×大学リーダーゼミには
77名と多くの方に参加していただき、
熱い議論が交わされました。
　全体を通して、参加者からは「原生
的な自然や農業の町だというイメージ
でしたが、素晴らしく先進的なまちづ

くりをしている町ということが分かっ
た」、斜里町の方々からは「学生の
方々の斜里町の認知度、地域づくりに
関する熱量、大学の連携度合を知るこ
とができた」といった声があり、斜里
町との関係を深める一歩となりました。
　今年度の自治体×北大まるごと交流
祭は、10月11日（金）に東胆振地域1
市4町（苫小牧市、白老町、厚真町、
安平町及びむかわ町）を、10月25日
（金）に北方生物圏フィールド科学セ
ンター和歌山研究林のある和歌山県古
座川町を本学に迎えて開催します。

（広報・社会連携本部）

知床・斜里町×北大まるごと交流祭を開催

エンレイソウの展示の様子 しれとこマルシェの様子

知床・斜里町交流会の様子 地域経営×大学リーダーゼミでコメントする農学研究院の
愛甲哲也教授（右から2人目）とメディア･コミュニケーション
研究院の石黒侑介准教授（右端）

　公共政策大学院（以下、HOPS）
は、9月17日（火）から21日（土）の5
日間にわたり「日米外交アカデミー」
を開催しました。
　本アカデミーは、日本の外交・安全
保障上の課題に対処できる将来のリー
ダーを北日本在住大学生から養成する
ために米国国務省・米国大使館・在札
幌米国総領事館の提供する助成プログ
ラムの支援を受け、米国テネシー大学
ベーカースクールとHOPSが共同で開
催したものです。ベーカースクールの
講師2名と本学の講師5名がメンターと
なり、本学及び近隣他大学に所属する
学部生・大学院生23名が、東アジアの
安全保障や日米同盟についての双方向
型の授業、戦略的コミュニケーション
や政策ブリーフィング・ペーパーの書
き方講座、自衛隊駐屯地や在札幌米国
総領事館での研修、国際危機シミュ
レーション・ゲームに参加しました。
なお本アカデミーは英語で開催されま
した。
　1日目は開会式にてジェフ・フリーマ
ン在札幌米国総領事館広報文化担当領
事、山崎幹根公共政策大学院院長、そ
してベーカースクール外交安全保障セ
ンター長のクリスタ・ウィーガンド教
授からご挨拶をいただきました。続い
てウィーガンド教授の「パワーポリテ
ィクスの戦略的重要性」、土井翔平准
教授（HOPS）の「日米同盟の重要性
」、小浜祥子准教授（HOPS）の「国
際関係における外交と交渉」、エリ
ス・ヴラーシ講師（ベーカースクール
上級研究員）の「日米同盟に対する
ハイブリッド戦の脅威」についての講
義が行われました。参加学生は英語で
積極的に質問し、国際関係や安全保障
に関する基礎知識を身に付けました。

　2日目はウィーガンド教授とヴラーシ
講師から戦略的コミュニケーションや
政策ブリーフィング・ペーパーの書き
方についての講義を受けました。
　3日目は外交・安全保障の実務の現
場にて研修を行いました。まず岩谷
將教授（HOPS）と共に陸上自衛隊真
駒内駐屯地を訪問し、北部方面総監部
防衛課長の松下卓也一等陸佐より、日
本を取り巻く安全保障環境や自衛隊の
果たしている役割及び直面している課
題について、次いで在日米国陸軍連絡
将校のアレックス・ユー少佐より日米
同盟とその課題について、それぞれご
講話をいただきました。また駐屯地内
の食堂で喫食体験に参加し、自衛隊員
の方々と意見交換を行いました。その
後、在札幌米国総領事館を訪問し、マ
ーク・ウェベルス米国総領事、フリー
マン領事、マシュー・ハフナー経済担
当領事から日米関係や外交官の仕事に
ついて講義を受けました。いずれの研

修においても講師の方々と参加学生の
間で活発な質疑応答と意見交換が行わ
れました。
　4日目及び5日目は東アジアにおける
国際危機のシナリオを用いた外交シ
ミュレーション・ゲームが行われまし
た。参加学生は池　直美教授（HOPS）、
佐々田博教教授（メディア・コミュニケ
ーション研究院）、ウィーガンド教授、
ヴラーシ講師、小浜准教授らメンター
の指導の下、シナリオの分析と政策分
析を行い、首相に対するアドバイザー
の立場から政策ブリーフィング・ペー
パーの執筆及びプレゼンテーションを
行いました。
　本アカデミーへの参加を通じ、参加
学生は日本の直面している安全保障問
題や日米同盟の重要性についての理解
を深め、政策立案能力や戦略的コミュ
ニケーション能力を高めました。

（公共政策学教育部・公共政策学連携研究部）

公共政策大学院が米国大使館助成プログラム
「日米外交アカデミー」を開催
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在札幌米国総領事館における研修

1日目の集合写真


